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寒川地区の風土性調査について

「風土」とは、地域の自然に対して人間が暮らしと生業を通して働きかけることで

かたちづくられる、人々が生きる環境のこと*1を言います。人々が生きる環境、そ

れは私たちの身近な世界、生活世界のこと*2 でもあります。

地域の風土（生活世界）を、あらためて把握するために、

①地理学や民俗学的な視点で地域を見て歩く「踏査」（現地調査）

②アンケートや聞き取りを行う簡易社会調査

③小山市史や研究論文などにあたる文献調査

これらを組み合わせた風土性調査を実施しています。

寒川地区は令和6年5月から令和6年7月の期間に調査を行いました。

この概要版は、その調査成果の報告書「寒川地区 基礎資料」から主なトピックを

抜粋し、一部に加筆を加えたものです。報告書の完全版（A4版72ページ）やアン

ケート集計結果報告書（同・32ページ）は、最後に紹介するリンクから閲覧ができ

ます。

*註1：出典 薗田稔編 『神道』 （弘文堂、1988年） 
*註２：出典 アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン 『生活世界の構造』 （筑摩書房、2015年）
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大字中里より大字寒川を望む。2024/06/08
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田園地帯での共通性と間々田地区の特性
７つの項目を支持・共感者が多い順（「そう望む」「どちらかと言えば望む」の割合の合計が高い順）に並べると、寒川地区の

結果は以下のようになります

１ 82% （52） （F）公共交通機関の整備や、徒歩や自転車で安全・快適に移動できるまちづくりが進む

２ 79% （44）（B）地域の農業が大切にされ、地産地消が進み、市域内の食料自給率が上がっている

３ 75% （35） （E）空き家の改修や利活用が進み、あるものを大切にした住宅整備やまちづくりが進む

４ 74% （37）  （C）環境保全型の農業によって自然環境も良好に保たれ、コウノトリも増えている

５ 70% （31） （G）車社会に対応して、駐車場やバイパスの整備など、車での移動が快適になる      

６ 68% （28） （A）商業・工業が発展し、工業団地も増え経済的な成長や活力が重んじられている   

７ 67% （32） （D）空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える　

都市部でも田園部でも上位3項目に「公共交通機関の整備」「農業重視」「空き家の利活用」の順で並ぶ傾向が見られます。

寒川地区と同様に過疎化への心配の声が多かった絹地区と比較すると、支持率が４位から６位の順位に違いが見られま

す。（A）商業・工業の発展などを望む項目は、絹地区は４位、寒川地区は６位、（C）環境保全型の農業と自然環境の

保全を望む声は、絹地区は５位、寒川地区は４位となっています。

７項目の全文は、以下の通り。（Ａ）商業・工業が発展し、工業団地も増え経済的な成長や活力が重んじられている小山市（Ｂ）地域の農
業が大切にされ、地産地消が進み、市域内の食料自給率が上がっている小山市（Ｃ）環境保全型の農業によって自然環境も良好に保た
れ、コウノトリも増えている小山市（Ｄ）空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える小山市（Ｅ）
空き家の改修や利活用が進み、あるものを大切にした住宅整備やまちづくりが進む小山市（Ｆ）公共交通機関の整備や、徒歩や自転車で
安全・快適に移動できるまちづくりが進む小山市（Ｇ）車社会に対応して、駐車場やバイパスの整備など、車での移動が快適になる小山市

（Ａ）商業・工業が発展、経済的な成長や活力

（Ｂ）農業重視。地産地消・食料自給率が上がる

（Ｃ）環境保全型農業で環境保全、コウノトリも増える

（Ｄ）平地林や空き地に宅地開発が進み移住定住が進む

（Ｅ）空き家の利活用で住宅整備やまちづくり

（Ｆ）公共交通機関、徒歩や自転車で移動環境が整備

（Ｇ）車社会に対応し駐車場やバイパスの整備が進む

そう望む

このグラフでは「無記入」を除外しています。（A）が12%、他は13%でした。
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田園環境と都市環境の調和がとれたまちづくりへ（1）5

次に、アンケート集計結果より、「20年後、30年後の小山市の望ましい都市環境のあり方に

ついて」尋ねた【7】の結果を紹介します。例示した小山市の将来像７項目について、それぞれ

「そう望む・どちらかと言えば望む・どちらかと言えば望まない・望まない・わからない」から選

んでいただきました。寒川地区の皆さんからの、未来の小山市への視点です。
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望ましい寒川地区や小山市の未来の姿
設問【7】の自由記述欄に寄せられたご意見から一部を抜粋して紹介します。

●物が豊かになり、生活も安定して、何の不便さもない暮らしになっていくと、人と人と

のつながりが希薄になり、助け合い、支え合って生きて行くという人として最高の幸せ

を感じられなくなってしまうのではないだろうか？多少の不便さがあっても、お互いに助

け合い支え合って、心豊かにおだやかに過ごせる。そんな寒川地区にしたい。他県から

も移住してくるような魅力ある農業体験型の宿泊施設を作り、四季折々の野菜作りや

いちごやお米など作り、若い人が移住してもらえるような環境づくりをしてほしいです。

それには、最低でも近くに病院とスーパーが、そしてみんなが集まるきれいな公園が

あったらいいなぁと思います　●水と空気がきれいな町であってほしいです　●自然環

境の保全は大切だが「コウノトリが増える」という事にこだわる必要はない。もっと違う

自然環境保全もあると思う　●都市環境を持つエリアにお店等が集中しているので、

車で移動できるうちは感じないが、買い物難民が出ないよう郊外に住む高齢者も安心

して生活できるようなシステムを考えてほしい　●新しい道路を作りすぎる。今まで

通っている道路を整備してほしい　●都市部と農村部の公共交通機関の充実が農村

部の過疎化の防止に繋がる。住民の高齢化は必至なので、都市部の老人が農村部の

野菜を生産者から直接購入できる、あるいは農村部の住民が市役所や大規模小売店

や病院に容易にアクセスできるように、住民の移動の容易性を最大限に上げれば、市

としての一体化・発展が可能になるのではないか

アンケート調査【４】大切なもの【５】困りごと【７】未来の姿へのご意見5920字から抽出（※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）

A
か
ら
G
の
項
目
は
小
山
市
の
30
年
後
と
し
て
は
夢
が
な
い
。

こ
れ
ら
は
今
の
課
題
で
は
無
い
か
と
思
う
。

も
っ
と
若
い
方
が
夢
を
持
っ
て
生
活
で
き
る

市
の
未
来
を
考
え
た
い

││
ア
ン
ケ
ー
ト【
7
】自
由
記
述
よ
り

11

田園環境と都市環境の調和が取れたまちづくりへ（２）6

次に設問【7】の自由記述欄（30年後へのご意見）に寄せられたコメント全件で多用された言葉を紹介します。テキストマ

イニングという解析ツールによるキーワードの抽出です。基本的には語られた回数が多いもので大きく表示され、調査対

象に特徴的に使用される固有の単語は重視される統計処理法が用いられています。一つの参考としてご覧ください。




